
（小田原市守屋市長（中央）に「災害時のラジオ」についてインタビュー）

（会場には多くの来客）（関東総合通信局・KFN合同ブース）

・日時：令和５年 ５月 ３日（水）・4日（木） １１：００－１６：００

・場所：小田原城址公園二の丸広場

・周波数：８９．２MHz

「オダワラ オープンマルシェ ～デイキャンプ2023～」
(神奈川エフエムネットワーク(KFN)との協同) （番組表）

臨時災害放送局設備を活用した訓練(オダワラオープンマルシェ) 資料3-1

1



○ 「オダワラオープンマルシェ～デイキャンプ2023～」開催期間中はキッチンカーや

テイクアウトフード・ドリンク・スイーツや地元で人気のクラフトビールなど70店以上が出店。

○ 小田原の姉妹都市・友好都市による観光ＰＲ、名産品の販売、特設ステージでは

ライブステージも行われるなど、盛況のうちに終了。

○ 小田原市長が実際にインタビューを受け、放送を実施したこともあり、

来場した市民の関心が高く、災害時の情報入手方法としてラジオが非常に有用であることを

知ってもらう機会となったと感じている。

「オダワラ オープンマルシェ」における放送訓練の感想と課題

小田原市役所

FM小田原株式会社

○ 送信系機器に関してはお任せでしたが、イベントという特殊な場でのプロモーションを考える

ことに戸惑いがあった。また、電源選択に戸惑いがあった。

○ 機材に関して関東総合通信局からの貸与として訓練を実施したが、臨災局として行政の方が

簡単に扱えるか疑問。

○ 来場者へのアピールをもう少し強くできないか考えると、ステージ上で放送する等の工夫が

必要。インターネット放送のアピールも必要だと思った。

○ バッテリーが新調のものだったので扱いに戸惑いがあった。

○ 著作権をクリアした上で通常音源の音楽を使用できれば良いかと思った。 2
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（アンテナの設営指導）（電源車、広報パネル及びアンテナ全景）

（送信機の設定指導）（来訪者への臨災局概要説明）

・日時：令和５年８月２６日（土）１２：００～１５：００

・場所：小田原市役所前庭・西側駐車場

・周波数：８８．５MHz

「おだわら防災フェスタ2023」
(小田原市及びＦＭ小田原（株）との協同) （番組表）

臨時災害放送局設備を活用した訓練(おだわら防災フェスタ2023)
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「おだわら防災フェスタ2023」における放送訓練の感想と課題

○ 停電を想定し、EV車により電源を確保し、放送を実施した。

○ 来場者は子供向けイベントであったため、子どもや子供連れの若い世代の方々に災害時の情報入手方法として

ラジオ放送が有用であることを知ってもらう機会となった。

○ 日頃から市庁舎にFM放送局があるため、協力関係ができている。

○ 臨時災害放送局の放送も打合せをスムーズに進めることができた。

○ 実際に試験放送することで、市民の関心が高く、また、訓練放送を実施することで、電源をどこから取るか、

場所設定をどうするか等の課題整理ができた。

他のフェスタ内容

・消防車・支援車の見学：防火衣を着ての写真撮影
・起震車体験：地震が起きたときの行動の難しさを体験
・自衛隊によるカレー炊き出し：試食、自衛隊の装備品の見学
・水消火器体験：水消火器を使った初期消火体験
・マンモグラフィ車展示・見学：乳がん検診車の見学、乳房しこ
りの触診体験
・防災グッズ展示：いざという時に役立つグッズの見学
・第３回 おだわらまなぼうさい「クイズで学ぼう！親子で地震
サバイバル」
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